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作
文
の
成
績
53
点
だ
っ
た
川
端
康
成
少
年
が
、

　
　
　

美
の
視
点
を
獲
得
す
る
ま
で

宮　

﨑　

尚　

子

は
じ
め
に

　

平
成
二
十
七
年
一
月
六
日
、「
山
陰
中
央
新
報
」
の
文
化
面

に
掲
載
さ
れ
た
拙
稿
を
紹
介
す
る
。
注
釈
は
今
回
新
た
に
加

え
た
物
で
あ
る
。

【
主
見
出
し
】

　

川
端
康
成
と
松
江
出
身
「
倉
崎
仁
一
郎
」

【
袖
見
出
し
】

　

〜
作
文
の
成
績
53
点
の
文
学
少
年
が
、
美
の
視
点
を
獲
得

す
る
ま
で
〜

【
カ
ッ
ト
見
出
し
】

　

雑
誌
に
初
掲
載
作
品
の
主
題　

恩
師
の
葬
儀　

琴
線
触
れ
る

【
執
筆
者
】

　

宮
﨑
尚
子
（
尚し
ょ
う
け
い絅大
学
文
化
言
語
学
部
助
教
、熊
本
市
在
住
）

【
記
事
本
文
】

　

川1

端
康
成
が
日
本
人
初
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た

の
は
昭
和
43
年
で
あ
る
。
そ
の
川
端
が
「
倉
崎
先
生
ほ
ど
私

に
感
銘
の
深
い
教
師
は
一
人
も
な
く
、
倉
崎
先
生
に
対
す
る

ほ
ど
私
が
よ
い
生
徒
で
あ
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。」
と

絶
賛
し
た
中
学
校
時
代
の
恩
師
「
倉2

崎
仁
一
郎
」
は
、
明
治

元
年
に
松
江
市
北
堀
町
の
倉
崎
礼
助
（
楽3

山
焼
元
祖
・
倉
崎

権
兵
衛
の
子
孫
）
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
松4

江
中
学
校

を
卒
業
し
た
後
は
島
根
県
や
佐
賀
県
の
中
学
校
教
師
を
経
て
、

明
治
28
年
に
大
阪
府
第
四
尋
常
中
学
校
（
後
の
茨5

木
中
学
校
）

の
加
藤
逢
吉
校
長
に
招し
ょ
う
へ
い聘
さ
れ
、
大
正
6
年
に
亡
く
な
る
ま
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で
英
語
と
歴
史
の
教
師
と
し
て
勤
務
し
た
。

　
「
生
徒
の
肩
に
柩ひ
つ
ぎ
を
の
せ
て
」（「6

団だ
ん
ら
ん欒
」
大
正
6
年
）
は

川
端
の
文
章
が
雑
誌
掲
載
さ
れ
た
最
初
の
も
の
で
、
恩
師
の

葬
式
と
通
夜
の
様
子
を
書
い
て
い
る
。
５
年
間
受
け
持
た
れ

た
恩
師
の
死
を
嘆
い
た
生
徒
た
ち
は
、
そ
の
柩
を
全
員
で
担

ぐ
事
を
決
め
た
。
こ
の
「
世
に
も
美
し
い
葬
列
」
が
作
品
の

主
題
で
あ
る
。
そ
の
後
同
じ
内
容
で
「
倉
木
先
生
の
葬
式
」

（「
キ7

ン
グ
」
昭
和
2
年
）、「
師
の
柩
を
肩
に
」（「
東8

光
少
年
」

昭
和
24
年
）
と
作
品
化
さ
れ
て
い
る
。

　
「
生
徒
の
肩
に
柩
を
の
せ
て
」
の
発
見
に
伴
い
、
実
は
仁
一

郎
が
川
端
文
学
の
美
と
深
く
か
か
わ
る
人
物
で
あ
る
事
が
分

か
っ
て
き
た
。
仁
一
郎
は
上
級
学
校
よ
り
引
き
抜
き
の
話
も

あ
っ
た
が
、
生
徒
達
の
嘆
願
書
が
あ
っ
た
為
に
そ
れ
を
取
り

や
め
た
。
そ
の
生
徒
達
こ
そ
柩
を
担
い
だ
川
端
た
ち
で
あ
り
、

前
代
未
聞
の
生
徒
葬
の
美
談
は
人
々
の
心
の
琴
線
に
触
れ
た
。

こ
の
時
に
川
端
は
美
の
視
点
を
獲
得
す
る
。

　

与9

謝
野
晶
子
等
が
名
を
連
ね
る
「
団
欒
」
に
、
無
名
の
中

学
生
が
載
っ
た
の
は
異
例
の
事
で
あ
っ
た
。
主
宰
の
石10

丸
梧

平
は
か
つ
て
茨
木
中
学
校
に
在
籍
し
て
お
り
、
そ
の
時
の
友

人
・
満11

井
成
吉
が
川
端
の
文
章
を
紹
介
し
た
。
満
井
は
茨
木

中
学
校
で
国
語
教
師
と
寄
宿
舎
舎
監
を
し
て
い
た
。「
栴せ

ん
だ
ん檀

は

双
葉
よ
り
芳
し
」
と
い
う
が
、
こ
の
時
の
川
端
の
作
文
の
成

績
は
53
点
と
低
く
、
ほ
ぼ
最
下
位
で
あ
っ
た
。
満
井
に
よ
る

と
「
文
章
は
抜
群
に
う
ま
か
っ
た
が
、内
容
が
女
々
し
か
っ
た
」

と
い
う
。
そ
ん
な
作
文
が
巻
頭
に
写
真
付
き
で
抜ば
っ
て
き擢
さ
れ
た

の
は
、
内
容
の
美
し
さ
を
備
え
て
い
た
の
も
さ
る
事
な
が
ら
、

茨
木
中
学
校
の
同
窓
生
で
あ
っ
た
と
い
う
要
素
も
看
過
で
き

な
い
。

　

川12

端
の
日
記
に
は
、
仁
一
郎
が
授
業
中
に
川
端
を
褒
め
て

い
た
様
子
が
度
々
書
か
れ
て
い
る
。
仁
一
郎
に
対
す
る
尊
敬

と
あ
こ
が
れ
か
ら
英
語
の
成
績
は
抜
群
で
、
後
に
東
京
帝
国

大
学
英
文
学
科
に
進
ん
で
い
る
。

　

三
つ
の
作
品
の
う
ち
、「
倉
木
先
生
の
葬
式
」
だ
け
「
先
生

の
奥
さ
ん
」
が
早
世
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
先
生
の
小
さ
い

お
嬢
さ
ん
」
が
孤
児
で
あ
る
事
を
意
味
す
る
。
大
正
７
年
の

川
端
の
日
記
に
、
２13

人
の
お
嬢
さ
ん
に
関
し
て
「
結
婚
す
る

の
に
何い
ず

れ
を
選
ば
う
と
思
案
し
た
り
」
と
言
及
し
て
い
る
箇

所
が
あ
る
。
大
正
9
年
に
は
仁
一
郎
の
妻
・
寿
恵
（
長
谷
川

春
水
の
三
女
）
も
亡
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
の
２
人
の
女

児
は
か
つ
て
の
川
端
の
境
遇
と
同
じ
「
孤
児
」
で
あ
る
。
川
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端
の
孤
児
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
の
大
半
が
こ
の
昭
和
2

年
ま
で
に
書
か
れ
て
い
る
事
は
、
倉
崎
家
の
悲
劇
と
無
関
係

で
は
あ
る
ま
い
。

　

仁
一
郎
の
名
は
『
西14

田
千
太
郎
日
記
』
に
十
数
回
登
場
す

る
。
親
族
に
は
小15

泉
八
雲
と
交
流
が
あ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い

る
。
川
端
が
仁
一
郎
の
中
に
見
た
日
本
的
な
美
は
、
か
つ
て

小
泉
八
雲
が
ほ
れ
込
ん
だ
松
江
の
心
で
も
あ
っ
た
。

　

尚
、
仁
一
郎
に
関
す
る
茨
木
市
で
の
資
料
は
久
敬
会
（
茨

木
高
等
学
校
同
窓
会
）
で
、松
江
市
で
の
情
報
の
ほ
と
ん
ど
は
、

双
松
会
（
松
江
北
高
等
学
校
同
窓
会
）
の
押
田
良
樹
氏
と
石

倉
昭
子
氏
の
全
面
的
な
協
力
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
12
月
の

近
畿
双
松
会
の
総
会
で
、
両
校
の
奇
跡
的
交
流
が
実
現
し
た
。

松
江
北
高
等
学
校
の
資
料
は
火
災
で
焼
失
し
た
が
、
昔
な
が

ら
の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
と
い
う
宝
は
残
っ
て
い
た
。

【
カ
ッ
ト
】

倉
崎
仁
一
郎
（
川
端
康
成
の
恩
師
）
と
四
女
敏
子

茨
木
中
学
校
５
年
生
の
川
端
康
成
（
ク
ラ
ス
写
真
か
ら
）
＝

写
真
は
い
ず
れ
も
加
藤
逢
吉
校
長
寄
贈
の
ア
ル
バ
ム
よ
り
（
大

阪
府
立
茨
木
高
等
学
校
所
蔵
）

（「
山
陰
中
央
新
報
」
平
成
二
十
七
年
一
月
六
日
文
化
面
よ
り

抜
粋
）
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【
注
釈
】

１　

川
端
康
成
：
大
阪
府
大
阪
市
此
花
町
生
れ
。（
明
治
32
年

6
月
14
日
―
昭
和
47
年
4
月
16
日
）
日
本
の
小
説
家
（
新

感
覚
派
）。
両
親
の
死
に
伴
い
、
祖
父
母
に
引
き
取
ら
れ
て

三
島
郡
豊
川
村
に
移
る
。
豊
川
尋
常
高
等
小
学
校
、
大
阪

府
立
茨
木
中
学
校
、
第
一
高
等
学
校
を
経
て
、
東
京
帝
国

大
学
文
学
部
英
文
学
科
に
入
学
。『
伊
豆
の
踊
子
』『
雪
国
』

な
ど
の
作
品
が
あ
る
。
昭
和
43
年
に
日
本
人
初
の
ノ
ー
ベ

ル
文
学
賞
を
受
賞
す
る
。
茨
木
中
学
校
の
在
籍
時
期
は
明

治
45
年
4
月
か
ら
大
正
6
年
3
月
に
卒
業
す
る
ま
で
で
あ

る
。

２　

倉
崎
仁
一
郎
：
島
根
県
松
江
市
北
堀
町
生
れ
。（
明
治
元

年
2
月
1
日
―
大
正
6
年
1
月
29
日
）
旧
制
中
学
校
の
英

語
教
諭
。
島
根
県
立
松
江
中
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
島
根

県
や
佐
賀
県
の
中
学
校
教
諭
を
経
て
、
明
治
28
年
に
大
阪

府
第
四
尋
常
中
学
校（
後
の
茨
木
中
学
校
）に
招
聘
さ
れ
る
。

初
代
校
長
加
藤
逢
吉
は
、
松
江
中
学
校
で
の
恩
師
で
あ
っ

た
。
兄
金
之
助
は
日
本
で
最
初
に
小
泉
八
雲
の
文
章
を
教

材
と
し
て
使
用
し
た
英
語
教
師
（
松
江
中
学
校
教
諭
）
で

あ
る
。

３　

楽
山
焼
：
松
江
藩
の
御
用
窯
。
萩
の
陶
工
倉
崎
権
兵
衛

を
祖
と
し
て
い
る
。
古
く
は
「
御
立
山
焼
」「
御
山
焼
」
で

あ
り
、
明
治
以
降
「
楽
山
焼
」
と
言
わ
れ
る
。

４　

松
江
中
学
校
：
明
治
9
年
に
創
設
さ
れ
た
伝
習
校
の
変

則
中
学
科
を
前
身
と
し
た
旧
制
の
中
学
校
。
ラ
フ
カ
デ
ィ

オ
・
ハ
ー
ン
（
後
の
小
泉
八
雲
）
を
招
聘
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
。
現
在
の
島
根
県
立
松
江
北
高
等
学
校
の
前
身
。

５　

茨
木
中
学
校
：
明
治
28
年
に
開
校
し
た
大
阪
府
第
四
尋

常
中
学
校
を
前
身
と
し
た
旧
制
中
学
校
。
川
端
康
成
、
大

宅
壮
一
な
ど
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
る
。
現
在
の
大
阪

府
立
茨
木
高
等
学
校
の
前
身
。

６
「
団
欒
」：
石
丸
梧
平
主
宰
の
家
庭
雑
誌
。
創
刊
は
大
正
4

年
の
6
月
1
日
で
、
廃
刊
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
大
正
13

年
6
月
1
日
に
創
刊
し
た
雑
誌
「
人
生
創
造
」
の
前
身
と

思
わ
れ
る
雑
誌
で
あ
る
。

７
「
キ
ン
グ
」：
大
日
本
雄
辯
會
講
談
社
（
現
・
講
談
社
）
が

発
行
し
た
大
衆
娯
楽
雑
誌
で
あ
る
。
創
刊
は
大
正
13
年
11

月
で
、
廃
刊
は
昭
和
32
年
で
あ
る
。

８
「
東
光
少
年
」：
東
光
出
版
社
が
発
刊
し
た
娯
楽
少
年
雑
誌
。

創
刊
は
23
年
12
月
で
、
廃
刊
は
昭
和
26
年
3
月
で
あ
る
。
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９　

与
謝
野
晶
子
：
堺
県
和
泉
国
第
一
大
区
甲
斐
町
生
ま
れ
。

（
明
治
11
年
12
月
7
日
―
昭
和
17
年
5
月
29
日
）
浪
漫
派
の

歌
人
、
作
家
、
思
想
家
。
雑
誌
「
団
欒
」
に
は
短
歌
の
他
、

評
論
等
を
投
稿
し
て
い
る
。

10　

石
丸
梧
平
：
大
阪
府
豊
能
郡
熊
野
田
村
生
れ
。（
明
治
19

年
4
月
5
日
―
昭
和
44
年
4
月
8
日
）
小
説
家
、
評
論
家
、

宗
教
家
。
大
阪
府
立
茨
木
中
学
校
を
経
て
（
健
康
上
の
理

由
で
退
学
）、
早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
て
い
る
。
号
は
梅
外
。

雑
誌
「
団
欒
」「
人
生
創
造
」
の
主
宰
で
あ
り
、「
船
場
の

ぼ
ん
ち
」「
受
難
の
親
鸞
」
の
著
者
。

11　

満
井
成
吉
：
大
阪
府
千
里
村
佐
井
寺
生
ま
れ
。（
明
治
15

年
11
月
22
日
―
昭
和
43
年
7
月
）
茨
木
中
学
校
の
国
語
教

諭
で
あ
り
寄
宿
舎
舎
監
で
あ
っ
た
。
当
時
川
端
康
成
は
寄

宿
舎
の
室
長
で
あ
っ
た
。
石
丸
梧
平
に
「
生
徒
の
肩
に
柩

を
の
せ
て
」（「
団
欒
」
大
正
6
年
3
月
）
を
紹
介
し
た
人

物
。
満
井
成
吉
は
山
脇
家
に
生
ま
れ
る
が
、
茨
木
中
学
校

四
年
生
の
時
に
親
戚
の
満
井
家
に
養
子
に
行
き
、
卒
業
と

同
時
に
宮
脇
家
に
養
子
に
行
く
。
そ
の
後
満
井
姓
に
戻
る
。

川
端
康
成
の
日
記
に
は
「
山
脇
成
吉
」
と
し
て
登
場
す
る
。

大
正
十
四
年
よ
り
神
職
生
活
に
入
り
、
昭
和
43
年
よ
り
長

田
神
社
の
名
誉
宮
司
。

12　

川
端
の
日
記
：
当
時
の
大
阪
府
立
茨
木
中
学
校
で
は
毎

日
日
記
を
書
く
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
。（
生
徒
日

誌
）『
川
端
康
成
全
集
』
に
は
当
用
日
記
と
し
て
中
学
校
時

代
の
も
の
が
一
部
残
っ
て
い
る
。（
大
正
五
年
一
月
十
五
日

の
日
記
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。「
晴
曇
／
三
時

間
目
給
仕
が
英
語
共
通
試
験
の
紙
を
持
つ
て
く
る　

こ
の

前
二
学
期
は
英
語
共
通
試
験
は
欠
席
し
た
の
だ
つ
て
後
か

ら
倉
崎
先
生
に
君
が
ゐ
た
ら
乙
組
の
平
均
点
を
増
し
て
く

れ
る
の
だ
つ
た
と
云
は
れ
又
信
用
も
先
生
に
は
あ
つ
い
の

で
早
く
も
胸
が
お
ど
る　

試
験
紙
が
分
配
さ
れ
る　

先
生

『
今
日
の
は
易
い
か
ら
川
端
位
は
満
点
を
と
る
だ
ら
う
』
と

言
は
れ
て
増
々
胸
が
お
ど
る
」
と
あ
る
。）

13　

２
人
の
お
嬢
さ
ん
：
仁
一
郎
の
三
女
道
子
（
明
治
35
年

12
月
13
日
生
れ
）と
四
女
敏
子（
明
治
42
年
10
月
2
日
生
れ
）

の
こ
と
。

14　
『
西
田
千
太
郎
日
記
』：
松
江
中
学
校
教
頭
で
あ
っ
た
西

田
千
太
郎
の
日
記
の
こ
と
。
千
太
郎
の
死
後
、
次
男
敬
三

の
浄
書
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
る
。
西
田
千
太
郎
は
島
根
県

意
宇
郡
雑
賀
町
生
れ
。（
文
久
2
年
9
月
18
日
―
明
治
30
年
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3
月
15
日
）『
西
田
千
太
郎
日
記
』
に
は
小
泉
八
雲
と
の
交

流
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
小
泉
八
雲
研
究
に
は
欠

か
せ
な
い
資
料
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
倉
崎
仁
一
郎
と

は
松
江
中
学
校
の
同
窓
で
、
日
記
に
も
十
数
回
登
場
す
る
。

15　

小
泉
八
雲
：
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
。
ギ
リ
シ
ャ
生

れ
。（
嘉
永
3
年
6
月
27
日
―
明
治
37
年
9
月
26
年
）
新
聞

記
者
、
紀
行
文
作
家
、
小
説
家
、
日
本
研
究
家
、
日
本
民

族
学
者
、
大
学
講
師
。
明
治
23
年
8
月
30
日
に
松
江
に
到

着
す
る
。
小
泉
八
雲
の
旧
居
は
北
堀
町
の
根
岸
家
で
あ
り
、

仁
一
郎
の
実
家
と
同
じ
町
内
で
あ
る
。


